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セネガル共和国において地域循環型採卵養
鶏を育てるプロジェクト

流域がつながる仕組みを活用して、河北潟流域
の水辺保全活動を推進する地域産業を拡大する
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活動内容と成果
● 自然卵養鶏モデルファーム予定地の整備と地鶏
探索調査を行い、オンライン指導に向けた動画コ
ンテを作成した
● 卵加工品の製品開発では、卵シャンプーと塩漬け
卵のレシピ2件を作成した。今後もセネガル人好
みの製品誕生に向け改良を重ねていく
● 産業廃棄物の再利用では、卵殻が内装塗料になる
ことが十分に確認でき、製造レシピ1件を作成し
た。今後は、自然素材をいかす日本の「漆喰」技術
を取り入れて製品開発を続ける

活動内容と成果
●流域連携をテーマにしたシンポジウムを実施した
●流域協議会の設立に向けて、河北潟自然再生協議会
をベースに、話し合いを進めた

●プロボノの協力を得て、モデルツアーも含めた流域
の新たな産業について検討した

●流域内をめぐるモデルツアーを3回実施した。実施を
通して流域内で新たな関係をつくることができ、ま
た参加者の過半数から、流域の自然環境に対する理
解が高まったとの回答を得た

●田んぼで農業体験や調査活動を実施し、それぞれの
べ113人、29人が参加し、水辺の保全活動への参加者
の裾野を広げた

課　題
大量生産・大量消費・大量廃棄型の近代養鶏が主流
のセネガルでは、地鶏の減少、卵殻や糞といった産業
廃棄物、化学物資の多用された卵を食する人々の健
康が危惧される。

目　標
セネガル共和国に、鶏、環境、人に負荷のかからない
健康的で地域循環型の採卵養鶏を普及させる。

課　題
河北潟の水質改善を目指し、保全活動参加者は増え
ているが、流域の観点からの取組みを進めるため、流
域の組織的な仕組み作りや流域保全を進める産業作
りが課題である。

目　標
流域協議会を設立し、流域での水辺保全活動参加者
の増加、農薬や化学肥料の使用を減らした圃場の増
加、環境保全と調和する産業の推進を目標とする。
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■苦労した点
新型コロナウイルス禍で現地活動が
大幅に制限された。例えば、現地で
は入手が簡単な卵の殻の再利用実験
ができなくなった。

■工夫した点
卵殻再利用実験を国内で行い、材料
を集めるため、「卵の殻を集めるキャ
ンペーン」をSNSで呼びかけ、日本
とセネガルを結んだ。

■苦労した点
当初モデルツアーではバスを使用す
る予定だったが、徒歩移動をメイン
とすることになり、コース設定に工
夫が必要となった。

■工夫した点
流域の川をめぐるモデルツアーで
は、自然環境とともに歴史や昔の風
景も紹介することで、より興味を
持ってもらえるよう工夫した。

新型コロナウイルスの影響下、自然卵養鶏をSNSメディアで広く紹介し認知度を
高め、来るべく食糧難の時代への備えとしても卵加工品の製造開発を成功させ、地
域循環型の自然卵養鶏がセネガルに定着するための取組みを行う。

流域連携の専門家、プロボノメンバーを加え、流域連携と産業作りの作業部会を進
めていく。流域協議会の設立は河北潟自然再生協議会を軸に進めていく。活動参加
者の裾野を広げるためのイベントを継続して行っていく。
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採卵養鶏動画指導用
現地語コンテ 12 本

卵・卵殻製品開発 3 件

今年度計画の達成度 75 ％

目標達成度 27 ％

シンポジウム参加者 62 人
モデルツアー延べ参加
者数 76 人

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 30 ％


